
科目 特長

現代経済学A

消費活動や企業の利潤最大化行動など人間の経済活動を分析対象と
する経済理論は、さまざまなビジネス戦略について考察するうえで
も有用な示唆を与える。この授業では、ビジネス分野への応用を念
頭において、ミクロ経済学の基礎理論（需要の特性、費用の諸概念
など）、情報の不完全性や人間理性の限界（限定合理性）を前提と
した行動経済学の考え方、ゲーム理論を学び、価格戦略、ブラン
ディング戦略などについて経済学的に考察する。

現代経済学B

地域経済の活性化を進めるうえで、ビジネスの視点、あるいは公的
機関による政策立案においても、現実経済の動向を読み解くことは
重要である。この授業では、マクロ経済学分野での代表的な理論と
概念を学び、「経済を見る眼」を養うことを目的とする。

地域創生特論

わが国の課題である東京圏一極集中と少子高齢化をどのように解決
するか。地方人口ビジョンと産業の実態や国の総合戦略などを踏ま
え、地方自治体自らが策定する「地方版総合戦略」を着実に実施す
るために必要なことは何か。地方における安定した雇用の創出や、
地方への人口の流入、若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかな
え、時代に合った地域をつくり、安心な暮らしを守るとともに、地
域間の連携を推進することで、地域の活性化とその好循環の維持の
実現を目指すために、何をするべきかをケーススタディで学ぶ。

実践ビジネス英語

グローバルにビジネスを展開する上で重要な課題である「英語によ
る異文化コミュニケーション技術」の習得に焦点を当て、文化及び
価値観の違いから起こる英語の多様性、言語及び非言語によるコ
ミュニケーション、ステレオタイプ（固定観念）などの学びを通し
て、ビジネスの現場における多様な英語の意義を理解し、それを異
文化コミュニケーションで積極的に活用する能力の開発を目指す。
授業は、読み物及び視聴覚資料を用いた内容理解、ディスカッショ
ン及びプレゼンテーションの形式を採用し、実践的な英語コミュニ
ケーション力の向上を図る。

人工知能特論

機械学習の実用化によって自ら知識を獲得することが可能になった
人工知能は、「考えること」をコンピューターが代替するという変
化をもたらす。機械学習の本質と可能性を学びながら、もたらされ
る変化が、企業の競争戦略、生産活動における人の役割、働き方、
様々な社会制度などに与える影響を探る。さらに、人工知能との協
働社会に向けての課題とその解決策について学ぶ。

地域データ分析

統計データを用いて、地域の現状と課題を分析し、地方創生に向け
ての戦略を策定するための技術と考え方を学ぶ。様々なツールを使
いながら、オープンデータの作成方法、可視化方法、活用方法を実
践的に学ぶ。さらに、具体的な事例を分析しながら、根拠に基づい
て課題を解決するプロセスを地方創生プロジェクトとしてどのよう
に実現するかについて学び、実際に体験する。

システム構築論

ITシステムの役割が現場中心からビジネス中心へ、個別最適から全
体最適へと変化し、経営層がITシステム構築の上流工程に深くかか
わることが重要となっている。しかし、システム構築の上流工程で
ある要件定義の不備に起因したプロジェクトの失敗や運用後のシス
テムトラブルは無くならない。この授業では、システム構築の要件
定義に係わる課題を調査研究し、企業等がシステム構築する際のリ
スクと対策について修得し、システムへの適切なIT活用力を身につ
ける。

サービス
マネジメント論

現代のビジネスへのITへの依存度が高まるとともに、その不具合に
よる影響は計り知れず、ビジネスへのITの適正な利活用やITに係わ
る業務運営の適正化が求められている。そこで、ITを利活用して、
企業の経営戦略や事業の実現に向けた組織的な取り組みを支援する
ITサービスのマネジメント手法を修得する。ITサービスマネジメン
トの基本的な考え方や標準スキームを理解し、ITサービスの評価や
改善手法を修得する。

◇現代ビジネス研究科　主要科目の特長
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◇現代ビジネス研究科　主要科目の特長

情報ネットワーク
特論

社会インフラとしての情報ネットワークの重要性は増すばかりで、
ビジネスの観点からは、情報ネットワークを活用して効率の良い経
営システムを構築し、安定的なシステムを維持することが求められ
る。本講義では、情報ネットワークの基礎を学んだ後、ビジネスと
の関連性を事例を交えて学ぶ。事例としては、情報ネットワークを
利用したニュービジネスや、情報セキュリティへの対応等を取りあ
げる。

システム解析論

社会システムを円滑に運用する上で、システムの挙動を予測した
り、ボトルネックを解析することは重要である。本講義では、まず
離散型イベントシミュレーションやマルチエージェントシミュレー
ションなどのシミュレーション技術を学ぶ。次にこれらの技術を利
用し、道路渋滞や群集動作などの社会システムを題材に演習を実施
する。

地域ビジネス特論

人口減少と少子高齢化の進行による公共交通機関やコミュニティの
崩壊、中心市街地の空洞化、シャッター商店街など、地域社会には
様々な問題が存在している。一方で、国と地方自治体の財政悪化な
ど、地域をとりまく環境は悪化かつ複雑化しており、従来の行政の
枠組みでは解決できないきめ細やかな対応が求められている。社会
問題をビジネスの手法で解決するコミュニティビジネスの成功事例
を学ぶ。また、地域経済の中核になっている地場産業に、どのよう
にイノベーションを起こして未来に繋げるかについて、ケーススタ
ディで学ぶ。

地域経済特論

官民のビッグデータを集約し可視化する「地域経済分析システム
RESAS」や地理情報など、地域経済に係るデータの分析を通し、産業
構造や人口動態、人の流動などを明らかにするとともに、地域経済
モデルを実証し、また経済政策の立案や効果の検証を行う。さら
に、行政や地域ビジネス、教育や非営利機関の実活動をケースとし
て、地域経済の活性化に寄与する提案書を作る。

地域サービス
産業特論A

観光業は、旅行業、宿泊業、飲食業、運輸業、製造業（名産品、土産製
造）、理美容や医療サービスなど極めて多岐にわたるが、零細な業者も多く
事業承継など経営に関する問題点も多い。一方で、インバウンドの進展によ
り起業する若者も増えている。観光はすそ野が広く、観光業を主要産業とし
て位置づけている国も多く、ほとんどの国や地域で観光業の成長が図られ
ている。地方自治体、観光協会、観光業界、NPO、市民がステークホルダー
として、地域創生というゴールに向けて地域観光をどのようにマネジメントす
るかを学び、各事業者のマネジメントについて成功・失敗事例をケーススタ
ディとして議論する。

地域サービス
産業特論B

高齢化社会の進展の中、財政や社会保険を財源とする福祉分野にお
いて社会福祉法人等が運営する特別養護老人ホームや類するサービ
スとともに、サービス付高齢者住宅、配食、旅行など民間ベースで
の高齢者向けの高市場が、より成長することが予想されている。こ
れらリソースを活用し、マネジメントし、安心で住みやすい地域共
生社会を築くことを学ぶ。

比較地域文化特論

グローバル社会が進展していく中で、特にわが国ではインバウンド
が大きく成長し、訪日外国人観光客が増加する中で、世界各国、特
に東アジア、東南アジアの多様な文化を知ることは、友好な外交及
び人間関係を構築する上で、またビジネスを成長させる上で重要で
ある。新しい地域社会文化と国際コミュニケーションを構築するた
めに、各国の歴史、文化、宗教などを学ぶと同時に、日本や地域の
歴史、文化、宗教も改めて学ぶ。

企業経営特論

多くの企業にとって経営のグローバル化は避けて通れない流れであ
る。現代社会における企業経営を理解するために、国際経営を中心
的課題として扱う。内容としては、経営管理論と組織論を基礎に置
きながら多国籍企業（グローバル企業）に関する議論の流れを理解
し、国際経営戦略およびマネジメントの基本的理解を深める。

経営戦略特論A

絶え間なく変化する現実経済において、ダイナミックな経済の動き
や環境変化に対応することは企業経営上の大きな課題である。この
授業では、全社戦略と機能別戦略に注目し、変化への適応の方法
（多角化、M&Aなど）やイノベーションの創発に関する理論と実際に
ついて学ぶ。さらに、グローバル経済下での企業経営、企業戦略、
多国籍企業の組織マネジメントと企業戦略について、具体的事例を
取り上げながら考察する。
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◇現代ビジネス研究科　主要科目の特長

経営戦略特論B

競争戦略（事業戦略）の理論的概念について学び、ケーススタディ
を通して実際の戦略の分析・立案のプロセス、その戦略の強みと弱
点などについて考察する。具体的には、競争優位とは何か（優れた
戦略の特徴）、持続的な競争優位を構築するための条件（戦略ポジ
ション、移動障壁など）、経営戦略を立案するために必要となる業
界の構造分析の手法、戦略の遂行に有効な組織デザインなどについ
て、実際の事例を取り上げながら考察する。

公共経済特論A

今後の日本経済を考えるうえで、不可欠な要素の一つが人口動態で
ある。この授業では「人口減少社会における豊かさの実現」という
視点から、少子高齢化社会における世代ごとの現状・課題と、それ
に対する政府の役割について検討していく。具体的には、社会の基
盤を支える「人づくり」について不可欠の教育投資にかかわる問
題、高齢者の暮らしを支える社会保障制度と財政問題、子育て支援
にかかわる政策などについて、経済学の理論と実際を取り上げ考察
する。

公共経済特論B

地方における人口減少が課題となる中、各地域における「創生」が
求められている。本講義では、東播磨地域の市町を念頭に、地域お
よび公共政策の現状と今後の方向性について検討・考察する。具体
的には、人口動態、財政・社会保障、子育て支援にかかわる施策な
どを取り上げ、他地域での取り組みや経済学における分析を参考に
しつつ、検討する。

産業組織特論

高度情報化とこれに伴う第4次産業革命は、産業構造、産業組織、ビ
ジネスのあり方に大きな変化をもたらしている。この授業では、デ
ジタル経済下での産業構造、産業組織の変化について、ケーススタ
ディ（たとえば、小売業界の動向など）に基づいて考察し、地域経
済に及ぼす影響について検討する。

産業組織政策

ビジネス環境を整えるうえでの公的機関の役割について、競争政策
の理論と実際に基づいて考察する。デジタル経済下でのプラット
フォームを中心としたビジネス・エコシステムの経済効果（ビジネ
ス機会の広がりなど）と課題（寡占化に伴う市場支配力の強化な
ど）など、具体的事例をとりあげ検討する。

金融システム特論A

金融は「経済の潤滑油」といわれ、経済の安定と持続的な経済発展
を実現するうえで、重要な役割を担っている。今日では、情報伝達
技術の発展やグローバル化の進展、仮想通貨の誕生などを背景に、
経済社会で起こるインパクトがさまざまなチャネルで金融市場に影
響をおよぼす。この授業では、金融システムに関する理論を学ぶと
ともに、実際の複雑化した金融システムが抱える課題について考察
する。

金融システム特論B

この授業では、主にファイナンスに関して理論と実際について考察
する。具体的には、さまざまなプロジェクトの評価，資金制約のも
とでの投資の決定方法，ポートフォリオ理論などについて理論と実
証の両方で分析する力を養う。さらに、クラウドファンディングな
ど情報社会での新しい資金調達方法についても検討する。

地域計画A

人びとの暮らしの基盤となる地域社会の持続的発展と住みやすい街
づくりは、人口減少社会において重要な課題である。この授業で
は、地域産業・企業活動の活性化を促すため公的機関の役割、働き
やすさ・暮らしやすさを支える社会基盤の整備について、産業クラ
スターの形成、地場産業の活性化、コンパクトシティなどに関する
ケーススタディを通して、経済学的視点から考察する。

地域計画B

豊かな地域社会を支える要因として、ハード面でのインフラの形成
のみならず、「ソーシャルキャピタル」が注目されている。この授
業では、ソーシャルキャピタルの意味と役割、その限界について考
え、地域の安心・安全の確保、災害・防災対策、高齢者の生活支
援、地元商店街の活性化などにかかわるケーススタディを通じて、
地域づくりにおける公的機関、地域コミュニティ、地域企業それぞ
れの役割と相互連携のあり方について考察する。
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◇現代ビジネス研究科　主要科目の特長

地域政策特論

人口減少・少子高齢化社会を迎え、地域をめぐる地域政策に注目が
集まっている。この講義では、従来の地域政策の主体である地方自
治体などの行政に加え、地域の経済やビジネス、生活を担っている
企業、NPO、地域コミュニティも視野に入れた多様な視点からの考察
を行う。人口減少・少子高齢化をはじめ地域が抱えている課題を把
握、分析し、評価した上で、有効な地域政策を提示できることを本
講義の目的とする。

ソーシャルサービス特論

少子高齢化社会での大きな問題となっている医療・福祉に関する
ソーシャルサービスについて検討する。現在日本の医療・高齢者福
祉サービスをめぐっては、施設・人手・資金が不足する状況にあ
る。日本の制度が抱える問題とその解消策、さらに利用者のニーズ
に合ったサービス提供が行える制度設計、公的機関の役割と民間機
関との連携について、諸外国の制度や事例もとりあげながら、“豊
かな”地域づくり、地域活性化という視点から考察する。

地域創生演習A

地域創生は、行政、企業、NPO、市民、大学など地域のステークホル
ダーが議論しながら、地域の目標を決めて、地域創生計画を立てて
行くところから始まる。こうしたプロセスの中で求められるのは、
リーダーシップである。地域創生リーダーとして、リーダーシップ
を役割として発揮できるように演習を通じて能力を養う。同様に新
しい価値を地域に構築する地域創生プロデューサー、地域の中や他
地域との連携や協働に貢献するコーディネーターについて、実際に
各地で地域創生のパイオニアとして活躍されている方々から直接話
しを聴きディスカッションする。

地域創生演習B

地域の現状を分析し、改善効果が大きいと考えられる課題を発見
し、その原因調査、解決策提案を行う。受講者の人数や興味によ
り、単独で実施する場合とグループで実施する場合があるが、どち
らにしてもPBL(Problem Based Learning)の形式で進める。適宜、担
当教員の助言を受けながら、問題解決を進め、期末に成果を発表す
る。

地域創生演習C

企業や行政が抱える実問題を対象に、問題の解決を試みる。原則と
して長期インターンシップの形で該当組織と連携しながら解決を進
め、最低月1回程度の打合せを実施する。すでに組織に所属している
社会人の場合は、所属組織の課題を取り扱っても良い。それぞれの
課題について担当教員の指導を受けながら解決を進め、期末に成果
を発表する。

特別研究（論文指導）

大学院在籍期間を通じて教員の指導のもと、地域社会の問題解決や
地域創生に関する論文を作成する。
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